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第 ７ 回   熊本県議会  経済常任委員会会議記録 

 

平成25年３月７日(木曜日) 

            午後１時１分開議 

            午後１時11分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第89号 平成24年度熊本県一般会計補

正予算（第12号） 

 議案第91号 平成24年度熊本県電気事業会

計補正予算（第４号） 

 議案第92号 平成24年度熊本県工業用水道

事業会計補正予算（第３号） 

 議案第97号 熊本県緊急雇用創出基金条例

の一部を改正する条例の制定について 

――――――――――――――― 

出席委員（８人） 

                委 員 長 佐 藤 雅 司 

        副委員長 浦 田 祐三子 

                委  員 村 上 寅 美 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 平 野 みどり 

委  員 髙 野 洋 介 

委  員 髙 木 健 次 

委  員 泉   広 幸 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 商工観光労働部 

          部長 真 崎 伸 一 

       政策審議監 出 田 貴 康 

      商工労働局長 森 永 政 英 

     新産業振興局長 高 口 義 幸 

    観光経済交流局長 松 岡 岩 夫 

      首席審議員兼 

      商工政策課長 木 村   敬 

    商工振興金融課長 伊 東 英 典 

      労働雇用課長 大 谷 祐 次 

    産業人材育成課長 古 森 美津代 

      産業支援課長 奥 薗 惣 幸 

   エネルギー政策課長 山 下 慶一郎 

      企業立地課長 渡 辺 純 一 

        観光課長 小 原 雅 晶 

      首席審議員兼 

        国際課長 山 内 信 吾 

くまもとブランド推進課長 坂 本 孝 広 

 企業局 

          局長 河 野   靖 

         次長兼 

      総務経営課長 古 里 政 信 

        工務課長 福 原 俊 明 

 労働委員会事務局 

          局長 柳 田 幸 子 

      審査調整課長 橋 本 博 之 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 平 田 裕 彦 

   政務調査課課長補佐 森 田   学 

――――――――――――――― 

  午後１時１分開議 

○佐藤雅司委員長 それでは、ただいまから

第７回経済常任委員会を開会いたします。 

 それでは、本委員会に付託されました議案

を議題とし、これについて審査を行います。 

 まず議案について、執行部の説明を求めた

後に、一括して質疑を受けたいと思います。 

 説明は、商工観光労働部、企業局の順に説

明を受けたいと思います。 

 なお、審議を効率よく進めるために、執行

部の説明は簡潔にお願いをいたします。 

 また、本日の説明等を行われる際、執行部

の皆さんは着席のまま行ってください。 

 それでは、商工観光労働部長から総括説明
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を行い、続いて関係課長から順次説明をお願

いします。真崎商工観光労働部長。 

 

○真崎商工観光労働部長 商工観光労働部関

係の議案の概要について、説明させていただ

きます。 

 今回提案しております議案は、予算関係１

議案、条例等議案１議案です。 

 平成24年度熊本県一般会計補正予算につい

てですが、国の新たな経済対策に対応し、総

額20億8,800万円余の増額補正をお願いして

おります。 

 その主な内容ですが、緊急雇用創出基金事

業に関する経費や、熊本高等技術訓練校寄宿

舎の耐震診断に係る経費でございます。 

 また、歳出予算の補正とあわせて、次年度

への繰越明許費の設定をお願いしておりま

す。条例等議案につきましては、事業の実施

期間の延長に伴い、熊本県緊急雇用創出基金

条例の一部改正をお願いしております。 

 なお、詳細につきましては担当課長から御

説明申し上げますので、御審議よろしくお願

いいたします。 

 

○大谷労働雇用課長 労働雇用課でございま

す。 

 委員会説明資料の、２ページをお願いいた

します。 

 国の補正予算への対応分として、失業対策

総務費で総額20億8,600万円余の増額補正を

お願いしております。 

 まず、中段にあります雇用対策費でござい

ますが、今回積み増しを行います緊急雇用創

出基金を活用して実施する緊急雇用創出基金

事業と緊急雇用創出基金市町村補助事業の２

事業について３億1,600万円余の増額補正を

お願いしております。 

 次に、下段にあります緊急雇用創出基金積

立金についてですけれども、これはさきの国

の補正予算、日本経済再生に向けた緊急経済

対策を受けて、今回追加交付されます緊急雇

用創出事業臨時特例交付金の基金への積み増

しとして17億7,000万円余の増額補正をお願

いしております。 

 なお、今回の追加交付分については、緊急

雇用創出事業の拡充により新たに創設された

企業支援型地域雇用創造事業として、企業ま

たは新分野進出後10年以内の企業を支援し、

成長を促すことで地域の雇用の受け皿を創出

する事業に使用することとなっております。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 繰越明許費についてでございますが、ただ

いま説明いたしました補正予算の全額につい

て設定をお願いしております。 

 続きまして、９ページをお願いいたしま

す。 

 熊本県緊急雇用創出基金条例の一部を改正

する条例についてでございます。次の10ペー

ジの、条例案の概要により説明いたします。 

 緊急雇用創出基金につきましては、さきの

国の補正予算にあわせて事業の実施期間が平

成25年度末から、一部の事業については26年

度末に延長されたことに伴いまして、本条例

の執行期限を、平成26年12月31日から平成27

年12月31日に改めるものでございます。条例

の施行日は、公布の日としております。 

 労働雇用課は、以上でございます。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

 

○古森産業人材育成課長 産業人材育成課で

ございます。 

 資料の４ページをお願いします。 

 職業能力開発校費でございますが、195万

円の増額補正をお願いしております。これ

は、地域の元気臨時交付金を活用して実施し

ます熊本高等技術訓練校寄宿舎の耐震診断に

係る経費であります。 

 築36年を経過しまして外壁等の劣化が見受

けられ、現行の耐震基準が策定される以前の

建物でありますので、耐震診断を行うもので
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す。 

 次に、資料の５ページをお願いします。 

 繰越明許費でございますが、これは、ただ

いま御説明しました補正予算の全額について

繰り越しの設定をお願いするものです。 

 産業人材育成課は、以上でございます。御

審議のほど、よろしくお願いします。 

 

○佐藤雅司委員長 それでは、次に企業局長

から総括説明を行い、続いて関係課長から説

明をお願いします。河野企業局長。 

 

○河野企業局長 企業局でございます。 

 今回御提案申し上げております議案は、電

気事業会計及び工業用水道事業会計に係る平

成24年度２月補正予算でございます。 

 主な内容といたしましては、国の緊急経済

対策関連予算を活用して、電気事業における

荒瀬ダム関連事業費のほか、工業用水道事業

の八代工業用水において新たに実施する導水

管耐震化工事費などを増額補正するものでご

ざいます。 

 詳細につきましては次長から説明いたしま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○古里企業局次長 それでは、６ページをお

願いいたします。企業局でございます。 

 ６ページ、総括表でございます。今回は緊

急経済対策につきまして、電気事業と工業用

水事業でお願いするものでございます。 

 ７ページでございます。上の収益的支出の

営業費用につきましては、592万の増額補正

をお願いしております。これは、県土木部が

管理します市房ダム、国交省が管理します緑

川ダムの長寿命化計画の策定、それからダム

操作を行います機器の更新のための設計、そ

のための、これらに要します費用を、企業局

がダム使用権の割合に応じて負担するもので

ございます。 

 次に、下の資本的収支でございます。荒瀬

ダム撤去に関しまして上流の浸水対策、道路

のかさ上げでございますが、さらには路側構

造物の補強につきまして、早期に着手が可能

でございます県道中津道八代線、球磨川の右

岸側でございますが、土木部からの受託工事

として実施するものでございます。 

 補正額の欄にありますように、工事費を7,

347万円余り、これは収入と支出に計上し、

事業の実施により生じます不足額71万円余

り、これを企業局が負担するものでございま

す。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 工業用水関係でございます。経済産業省の

補助金を活用しまして、八代工水の導水管の

耐震化工事を実施するものでございます。 

 八代工水は、御存じのように各企業の生産

活動のみならず、上天草、宇城の上水道と共

同で利用し、住民の生活を支えるような重要

な施設でございます。 

 現在の導水管の一部は、震度３程度の地震

により漏水事故が発生しているような状況で

ございます。地震等の災害に備えて、今後４

年間で管の更新を行う工事を実施することと

しております。 

 事業費につきましては、下の資本的支出の

建設改良の補正の欄にありますように、２億

3,925万余りでございます。 

 財源につきましては、上の資本的収支の補

正欄になりますが、順次、上から企業債1,70

0万、次に共同事業者でございます上天草、

宇城上水道事業団から、工事受託金として１

億900万余り、次に補助金として１億1,300万

余りでございます。このうち国からの補助金

4,300万余りと、地域の元気臨時交付金を活

用した一般会計からの補助金6,900万余りで

ございます。 

 企業局は、以上でございます。 

 

○佐藤雅司委員長 以上で執行部の説明が終
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了いたしましたので、質疑を受けたいと思い

ます。質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐藤雅司委員長 なければ、これで質疑を

終了したいと思いますが、よろしゅうござい

ますか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○佐藤雅司委員長 ただいまから、本委員会

に付託されました議案第89号、第91号、第92

号及び第97号について一括して採決したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○佐藤雅司委員長 御異議なしと認め、一括

して採決をさせていただきます。 

 議案第89号、第91号、第92号及び第97号に

ついて、原案のとおり可決することに御異議

ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○佐藤雅司委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第89号外３件については、原案

のとおり可決することに決定をいたしまし

た。 

 最後にその他でありますが、今定例会では

後日、後議分の委員会が予定されておりま

す。本日は、急ぎの案件について質疑を受け

たいと思いますけれども、その他について何

かありませんでしょうか。 

  （発言する者なし） 

○佐藤雅司委員長 なければ、本日の議題は

全て終了いたしました。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。 

 お疲れさまでございました。 

  午後１時11分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  経済常任委員会委員長 
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